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10 月 20 日（土）・21 日（日）に「第 21 回　有田川

町どんどんまつり」を、21 日（日）には「モンテ・オウ・

コスモス」を行いました。

当日は、快晴に恵まれ、およそ３万 5,000 人に

ご来場いただきました。このページでは、イベント

を写真で振り返ります。

モンテ・オウ・コスモス

2広報ありだがわ　2018.12広報ありだがわ　2018.12



第 21回
有田川町どんどんまつり
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有田川町の

財政事情
平成 29年度　各会計の決算状況

平成 29年度　一般会計の決算状況

平成 29 年度 決算と
平成 30 年度 上半期

議会費 0.7%

総務費
9.6%

民生費
25.5%

衛生費 7.5%労働費 0.2%

農林
水産業費
9.3%

商工費 1.2%

土木費 8.9%

消防費 4.8%

教育費 7.7%

災害復旧費 0.7%
公債費
18.2%

諸支出金 5.7%

地方譲与税など
4.7%

地方交付税
43.1%

町税
19.4%

分担金および負担金 1.2%

使用料・手数料 0.9%

国庫支出金
 7.0%

県支出金
7.7%財産収入

0.2%

寄附金 1.7%

繰入金 1.4%

繰越金 2.5%

諸収入 1.8% 町債（地方債）7.9%

（単位：円）

会計区分
収入済額 支出済額 差引

翌年度へ
繰り越すべき

財源
実質収支額 平成 29 年度末

地方債残高

① ② ③　=　①－② ④ ③－④

一般会計 154 億 7,304 万 150 億 7,395 万 3 億 9,909 万 4,776 万 3 億 5,133 万 210 億 8,150 万

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 42 億 7,893 万 42 億 741 万 7,151 万 0 7,151 万 0 

介護保険事業 31 億 1,100 万 30 億 6,041 万 5,058 万 0 5,058 万 0 

後期高齢者医療 7 億 4,711 万 7 億 3,909 万 802 万 0 802 万 0 

簡易水道事業 7 億 1,870 万 7 億 1,551 万 319 万 279 万 40 万 27 億 4,478 万

農業集落排水事業 2 億 8,374 万 2 億 8,304 万 70 万 70 万 0 14 億 7,499 万

簡易排水事業 168 万 168 万 0 0 0 510 万

浄化槽事業 857 万 857 万 0 0 0 3,101 万

かなや明恵峡温泉 6,855 万 6,855 万 0 0 0 0 

特別養護老人ホーム等事業 218 万 218 万 0 0 0 0 

公共下水道事業 17 億 8,674 万 17 億 8,674 万 0 0 0 84 億 6,760 万

岩倉財産区管理会 0 0 0 0 0 0 

粟生財産区管理会 32 万 0 32 万 0 32 万 0 

城山山林財産区管理会 192 万 0 192 万 0 192 万 0 

八幡山林財産区管理会 88 万 71 万 17 万 0 17 万 0 

安諦山林財産区管理会 11 万 0 11 万 0 11 万 0 

合計 264 億 8,345 万 259 億 4,783 万 5 億 3,562 万 5,125 万 4 億 8,437 万 338 億 497 万
※端数処理のため、各項目の差引額の数値が一致しない場合があります（以降の表についても同じ）。

収入 154 億 7,304 万円 支出 150 億 7,395 万円
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一般会計決算額を
町民１人当たりに換算すると…

１人当たりの町税負担額は
11 万 1,695 円（前年比 2.3％増）

1 人当たりの町債残高は
78 万 6,506 円（前年比 5.1％減）

※人口（平成 30 年 3 月末現在）　2 万 6,804 人

平成 29年度　一般会計（歳出）　性質別決算額

─ 用語解説 ─
一般会計・特別会計／さまざまな事業に対応するため、収支が複雑

化しないように財布を分けています。一般会計は行政運営の基
本的な経費を網羅して計上した会計であり、特別会計以外の全
ての経費は一般会計で処理しています。一方、特別会計とは、
一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して
処理するための会計です。

実質収支額／形式収支（各会計年度における歳入総額から歳出総額
を単純に差し引いた額）から、翌年度への繰り越すべき財源を
差し引いた額。

町債／特定の歳出に充てるため、町が年度を超えて元利を償還する
借入金のこと。

平成 28年度

平成 29年度

義務的経費 投資的経費 その他経費

20 億円 160億円140億円120億円100億円80億円60億円40億円

人件費
28億2,336万円

人件費
28億2,724万円

扶助費
12億

1,815万円

扶助費
13億

8,881万円

公債費
27億3,841万円

公債費
25億9,562万円

普通建設事業費
12億7,283万円
災害復旧費
1億601万円

普通建設事業費
25億2,944万円
災害復旧費
8,839万円

繰出金
22憶727万円

繰出金
20億9,430万円

物件費
22憶4,285万円
維持修繕費

1億8,191万円

補助費等
12億1,143万円

積立金
11憶4,177万円

物件費
22憶5,264万円
維持修繕費
2億4,564万円

補助費等
13億4,605万円

積立金
8億6,359万円
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経常収支比率

平成27年度 平成28年度 平成29年度
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0.2
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財政力指数（3ヵ年平均）

平成27年度 平成28年度 平成29年度

平成 29年度　公営企業会計の決算状況

基金残高の状況

主な財政指標

当比率は、人件費・扶助費・公債費などの経常的な経費に

充当された一般財源の額が、地方税や普通交付税などの一般

財源の合計に占める割合を表し、 比率が低いほど財政構造に

余裕があり、通常市町村では 75％以下が望ましいと言われ

ています。

平成 29 年度の比率については 1.6 ポイント増加しました。

地方交付税にどれだけ頼らずに財政運営をしているかを表し、

指数が 1.0 に近いほど財源に余裕があると言えます。 

平成 29 年度の指数は 0．342 となっており、標準的な行政を行

なうに当たって、約 65％の財源を国からの交付税などで賄ってい

るということになります。

※各指標に係る平成 29 年度の県下市町村平均値は公表されてい

ません。

悪 良

良 悪

平成 29 年度は減債基金へ約 2 億 300
万円、合併地域振興基金へ約 8,300 万円、
ふるさと応援基金へ約 3 億円の積み立て
を行いました。

また、目的別基金から取り崩したもの
としては、合併地域振興事業へ 9,220 万
円、ふるさと応援事業へ 7,850 万円、雇
用創出事業へ2,860万円が主なものです。

有田川町 県下市町村平均

 （単位：円）　※税込み

収入済額 支出済額 差し引き 平成 29 年度末地方債残高

１．水道事業合計（収益的） 4 億 9,600 万 3 億 6,183 万 1 億 3,417 万
6 億 856 万

２．水道事業合計（資本的） 2 億 4,961 万 4 億 1,508 万 ▲ 1 億 6,547 万

財政調整基金 40 億 6,626 万円 40 億 7,487 万円 40 億 8,220 万円

減債基金 8 億 6,170 万円 16 億 4,324 万円 18 億 4,647 万円

その他目的基金 63 億 4,385 万円 64 億 6,492 万円 68 億 5,733 万円

合計 112 億 7,181 万円 121 億 8,303 万円 127 億 8,600 万円

町民1人あたり基金残高
41万円 45万円 48万円
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平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末

財政調整基金
減債基金
その他特定目的基金
町民1人あたり基金残高

水道事業／上水道事業は「企業会計」です。収益的収支とは、水道料金
を主な財源とし、施設の維持管理や借入金利息返済などを行います。
資本的収支とは、借入金などを主な財源とし、施設の建設や借入金
元金返済などを行います。

基金／特定の目的のために、維持あるいは積み立てられる資金または財

産。財政調整基金は、地方公共団体における年度間の財源の不均等
を調整するために設けられる基金のことで、減債基金は、地方債の
償還（返済）を年度を越えて計画的に行うために設けられる基金の
ことです。

一時借入金／一時的な現金の不足を補うために借り入れる資金。

─ 用語解説 ─
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平成 30 年度  予算の状況
一般会計予算の執行状況 特別会計予算の執行状況

公営企業会計予算の執行状況

基金の状況町債および一時借入金の状況

※平成 30 年 9 月 30 日現在

一般会計決算額を
町民１人当たりに換算すると…

１人当たりの町税負担額は	 10 万 6,544 円
１人当たりに使われるお金（繰越含む）
	 60 万 3,379 円
１人当たりの町債残高は	 73 万 7,557 円

※人口（平成 30 年 9月末現在）　2万 6,688 人　

歳　　　入 歳　　　出

予算額（円） 収入済額（円） 執行率（％） 予算額（円） 支出済額（円） 執行率（％）

水 道 事 業 会 計（ 収 益 的 ） 4 億 9,159 万 2 億 446 万 41.6 4 億 2,330 万 7,688 万 18.2

水 道 事 業 会 計（ 資 本 的 ） 2 億 9,706 万 57 万 0.2 4 億 4,335 万 2,673 万 6.0

歳入科目 予算額（円） 収入済額（円） 執行率（％）
1 町税 28 億 4,346 万 20 億 4,298 万 71.8 
2 地方譲与税 1 億 5,000 万 4,082 万 27.2 
3 利子割交付金 670 万 357 万 53.3 
4 配当割交付金 1,300 万 473 万 36.4 
5 株式譲渡所得割交付金 500 万 0 0.0 
6 地方消費税交付金 4 億 3,000 万 2 億 6,249 万 61.0 
7 ゴルフ場利用税交付金 2,800 万 1,236 万 44.1 
8 自動車取得税交付金 3,000 万 1,407 万 46.9 
9 地方特例交付金 1,818 万 1,818 万 100.0 
10 地方交付税 63 億 511 万 43 億 2,038 万 68.5 
11 交通安全対策特別交付金 250 万 138 万 55.2 
12 分担金及び負担金 1 億 7,722 万 7,507 万 42.4 
13 使用料及び手数料 1 億 2,888 万 4,820 万 37.4 
14 国庫支出金 11 億 5,021 万 2 億 9,168 万 25.4 
15 県支出金 13 億 7,259 万 1 億 914 万 8.0 
16 財産収入 3,848 万 3,065 万 79.7 
17 寄附金 2 億 2,160 万 6,492 万 29.3 
18 繰入金 10 億 5,407 万 0 0.0 
19 繰越金 3 億 6,286 万 3 億 9,909 万 110.0 
20 諸収入 3 億 3,332 万 1 億 4,309 万 42.9 
21 町債 14 億 3,180 万 0 0.0 

合計 161 億 298 万 78 億 8,281 万 49.0 

歳出科目 予 算 額（円） 支出済額（円） 執行率（％）
1 議会費 1 億 928 万 5,777 万 52.9 
2 総務費 16 億 283 万 7 億 1,846 万 44.8 
3 民生費 40 億 2,699 万 11 億 3,859 万 28.3 
4 衛生費 12 億 4,023 万 3 億 8,403 万 31.0 
5 労働費 3,180 万 1,054 万 33.1 
6 農林水産業費 14 億 8,457 万 2 億 9,424 万 19.8 
7 商工費 2 億 2,349 万 9,584 万 42.9 
8 土木費 13 億 2,296 万 1 億 6,696 万 12.6 
9 消防費 9 億 6,135 万 3 億 4,205 万 35.6 
10 教育費 12 億 1,785 万 4 億 8,168 万 39.6 
11 災害復旧費 7 億 6,924 万 6,580 万 8.6 
12 公債費 26 億 7,641 万 8 億 3,088 万 31.0 
13 諸支出金 4 億 550 万 2,354 万 5.8 
14 予備費 3,049 万 0 0.0 

合計 161 億 298 万 46 億 1,036 万 28.6 

会計区分 予算額（円） 収入・支出済額（円） 執行率（％）

国民健康保険事業 37 億 2,425 万
収入済額 18 億 6,922 万 50.2 
支出済額 15 億 3,947 万 41.3 

後期高齢者医療 7 億 1,677 万
収入済額 1 億 277 万 14.3 
支出済額 2 億 5,652 万 35.8 

介護保険事業 32 億 7,901 万
収入済額 12 億 9,859 万 39.6 
支出済額 12 億 9,290 万 39.4 

簡易水道事業 6 億 5,553 万
収入済額 8,258 万 12.6 
支出済額 2 億 4,247 万 37.0 

農業集落排水事業 3 億 58 万
収入済額 2,403 万 8.0 
支出済額 1 億 2,818 万 42.6 

簡易排水事業 204 万
収入済額 36 万 17.7 
支出済額 113 万 55.3 

浄化槽事業 855 万
収入済額 187 万 21.9 
支出済額 252 万 29.5 

かなや明恵峡温泉 7141 万
収入済額 2,835 万 39.7 
支出済額 4,020 万 56.3 

特別養護老人ホーム等事業 425 万
収入済額 16 万 3.6 
支出済額 16 万 3.6 

公共下水道事業 21 億 3,187 万
収入済額 1 億 1,003 万 5.2 
支出済額 6 億 1,001 万 28.6 

岩倉財産区管理会 6 万
収入済額 4 万 69.6 
支出済額 4 万 69.6 

粟生財産区管理会 32 万
収入済額 32 万 100.3 
支出済額 2 万 5.7 

城山山林財産区管理会 192 万
収入済額 192 万 100.1 
支出済額 4 万 2.2 

八幡山林財産区管理会 88 万
収入済額 17 万 19.4 
支出済額 3 万 3.7 

安諦山林財産区管理会 11 万
収入済額 11 万 100.0 
支出済額 3 万 26.5 

合計 108 億 9,754 万
収入済額 35 億 2,050 万 32.3 
支出済額 41 億 1,370 万 37.7 

会計区分 現　在　高（円）

一般会計 196 億 8,393 万

簡易水道事業特別会計 25 億 9,073 万

農業集落排水事業特別会計 14 億 1,423 万

簡易排水事業特別会計 484 万

浄化槽事業特別会計 2,924 万

公共下水道事業特別会計 79 億 5,326 万

水道事業会計 5 億 8,440 万

合　　　計 322 億 6,063 万

一時借入金
（一般会計および特別会計） 0

区　　　分 現　在　高（円）

財政調整基金 41 億  233 万

減債基金 18 億 4,647 万

その他特定目的基金 68 億 6,014 万

合　　　計 128 億 894 万

広報ありだがわ　2018.127 広報ありだがわ　2018.12
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第４回有田川 Library を使った
調べる学習コンクール

ドローンを
寄贈賜りました

平成 30 年　秋の叙勲
「瑞宝単光章」受章

田中さんは、昭和 55 年から 33 年間、消防団員として

住民の生命と財産を守るために尽力したこと、特に平成

21 年 5 月 1 日から平成 29 年 9 月 30 日まで副団長として、

災害活動や消防団員の訓練指導ならびに消防団組織の発展

に尽力されたことが認められ、受章されました。
「これは何だろう？」「どうしてだろう？」。子どもたち

が自ら、疑問に思ったことを図書館の本を使って調べ、一

つの作品にまとめて応募する「調べる学習コンクール」。

4 回目の今年は、町内から 172 作品の応募がありました。

そのうち、４作品を全国コンクールに推薦します。

元有田川町消防団清水支団副支団長　藤田冶弘さん（清

水）から清水消防署に小型ドローンを寄贈賜りました。藤

田さんは「長らく消防団でお世話になった。清水地区の災

害に役立ててほしい」と述べました。

清水消防署では、災害時の情報収集や清水地区管内での

活動で使用予定です。

田中 公和さん（川口）

祝 100 歳
池永コジヨさん（野田）

ま ち の わ だ い

全国コンクールへの推薦作品作成者
小学校低学年の部
　　藤並小学校　１年生　宮﨑大和くん
　　田殿小学校　２年生　中谷奏大くん
小学校中学年の部
　　藤並小学校　４年生　宮﨑大輔くん
小学校高学年の部
　　田殿小学校　６年生　三枝ひなたさん

▲受賞者の皆さま
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ま ち の わ だ い

コウノトリの
「かけるくん」に特別住民票

子供・若者育成支援
強調月間

全国障害者
スポーツ大会で

金メダル

10月13日（土）～15日（月）に開催され

た全国障害者スポーツ大会（福井しあわ

せ元気大会）で、有田川町から出場した

中麻さんが、陸上 800mおよび 1,500m

の両種目で金メダルを獲得しました。

毎年 11月は「子供・若者育成支援強調月間」です。これに

伴い、仁坂吉伸和歌山県知事から中山町長に知事メッセー

ジが送られました。

近年、生じているさまざまな問題を解決するためには、

家庭や学校だけでなく、地域全体で子供・若者を育成して

いくことが重要です。皆さまのご理解、ご協力をよろしく

お願いします。

11 月12 日（月）、鷹
たか

巣
のす

池
いけ

（徳田）を拠点にすみついている

コウノトリの「かけるくん」に特別住民票を発行しました。

かけるくんは、平成 29 年 5 月に福井県越前市の保護

施設で生まれ、平成 29 年 10 月に放鳥されました。滋賀

県や奈良県を経由し、12 月に当町に飛来。平成 30 年 3

月には一時岡山県などに移動しましたが、5 日後に戻っ

て以降、すみついていました。

特別住民票は、これまでかけるくんの姿を観察、撮影し

続けてきた岩﨑州男さん（植野）が代わりに受け取りました。

中麻さん（市場）

◀上写真＝特別住民票を代理で受け取った岩﨑さん
　下写真＝かけるくん（岩﨑さん撮影）

▲和歌山県青少年育成県民運動推進委員の皆さまと中山町長
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今年は有田川町内の各中学校で 17 人が受賞し

ました。おめでとうございます。

この事業では、全国の中学生から「税についての

作文」「税の標語」を募集し、将来を担う中学生が税に

ついて感心を持っていただき、また税について正し

い理解を深めていただくことを目的としています。

約 3,500 個の LED ライトに彩られ、あらぎ島が幻想的に浮か

び上がります。本イベントの開催は今年が最後。光り輝くあら

ぎ島と清水の自然を堪能しに、ぜひお越しください！

●開催期間／ 12 月 1 日（土）～平成 31 年 1 月 6 日（日）

　※開催期間中、日没から約 3 時間点灯します。

●場所／あらぎ島展望所

ま ち の わ だ い

中学生の「税についての作文」「税の標語」表彰

▲吉備地区

▲金屋地区

▲清水地区

第 5 回
「あらぎ島イルミテラス」開催！

賞の内容 中学校名 氏名 題名 作・標

和歌山県租税教育推進連絡協議会賞 金屋 2 年 調　美法
私の住んでいる
地区から考える

作文

和歌山県知事賞 石垣 2 年 林　望美 暮らしの土台 作文

有田川町長賞 吉備 2 年 平松　希杏 税によって広がる未来 作文

有田川町長賞 金屋 2 年 橋爪　志穏
税金の大切さ
～年齢の壁を越えて～

作文

有田川町長賞 石垣 2 年 西林　鈴華 税金はいいお金？ 作文

有田川町長賞 八幡 1 年 近藤　幹太 教科書と税金 作文

有田川町長賞 吉備 1 年 中尾　天郁
その税は　人々つなぐ
たからもの

標語

有田川町長賞 石垣 2 年 杉村　陽菜
税金は　生活支える
見えない力

標語

有田川町長賞 八幡 1 年 尾前　花奈
未来のために
私もおさめる　消費税

標語

有田地方租税教育推進協議会会長賞 金屋 3 年 平岩　舞 ふるさとに恩返し 作文

有田地方租税教育推進協議会会長賞 八幡 2 年 二澤　歩愛
つくろうよ
豊かな暮らしを　納税で

標語

近畿税理士会湯浅支部長賞 金屋 2 年 　岡　聖奈 私たちの支え 作文

近畿税理士会湯浅支部長賞 吉備 1 年 古川　瑠菜
身近な税金　社会のために
未来のために

標語

公益社団法人 湯浅納税協会会長賞 吉備 2 年 髙井　万耀
私たちの暮らしを
支えてくれる税金

作文

公益社団法人 湯浅納税協会会長賞 金屋 1 年 木下　琴葉
税金は　思いがつまった
ひとつの輪

標語

大桑教育文化振興財団理事長賞 金屋 1 年 畑屋　来依 税という名の希望 作文

大桑教育文化振興財団理事長賞 金屋 2 年 林　幸奈 税金の大切さ 作文
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高齢者の暮らしを応援！

地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、介護予防な

どの相談に応じています。

直通（金屋庁舎）　　☎３２‐５１０２
　　（清水行政局）　☎２５‐１２６９

今年４月から始まった購入補助事業を利用して、電動アシスト
付き３輪自転車を購入した吉松さん。７年前に病気になってから
は、外出するときは家族の運転する車に乗せてもらっていたそう
です。「まさに“渡りに船”だった。誰かに頼らず、自分で出か
けることができる。ありがたい」「上り坂も、ちょっと力を入れ
るくらいで楽にこげる」と語る吉松さん。畑まではなだらかな坂
道が続きますが、ほぼ毎日、愛車に乗って出かけています。アシ
スト付き自転車に乗り始めて４カ月。自転車をこぐことで「筋力
も戻ってきた」と笑顔で教えてくれました。

石垣小学校６年生が「認知症サポーター養成講座」を受講し
てくれました。受講後のアンケートには「自分の対応によって、
相手の感情も変わることが分かった」「『はっきり・やさしく・
ゆっくり・みつめて』を頭に入れて行動したい」と、それぞれ
の思いを書いてくれました。

認知症サポーター養成講座は、石垣小学校のほかにも高瀬区、
庄一区の皆さまにも受講いただきました。

また、認知症の正しい理解に向けた普及啓発活動の一環とし
て、吉備地区文化祭で「認知症キャラバン・メイト連絡会」の
ブースを出展しました。認知症自己診断テスト体験コーナーや、
工作コーナーを設け、大勢の皆さまにご来場いただきました。

電動アシスト付き３輪自転車でいきいき！

上写真＝石垣小学校６年生の児童
下写真＝吉備地区文化祭での出展ブースの様子

電動アシスト付き３輪自転車購入補助事業
●対象者／有田川町に住所を有する 65 歳以上の人のうち、次の人

・要介護認定者および要支援認定者
・介護予防・日常生活支援総合事業対象者
・運転免許証を自主返納した人

●補助額／対象経費（上限 15 万円）の４分の３
　（1,000 円未満を切り捨て）
※補助の上限額は 15 万円×４分の３＝ 11 万 2,000 円です。
　購入の前に、金屋庁舎長寿支援課への申請が必要です。詳しく

はお問い合わせください。

ロバつうしん

吉松 伸さん（下津野）
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健康みちしるべ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
ピ
ー
ク
は
１
～
２
月
！

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約）   9:30～ 11:30
13:30～ 16:30

子育て相談・ほっとルーム
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00～ 11:00

13:30～ 16:30

あそびのひろば
◆第１・３金曜日…０～１歳半  10:00～11:30（9:30受付開始）◆第２・４金曜日…１歳半～就学前  14:00～15:00（13:30受付開始）◆第５金曜日…お休み 

「たまてばこ」さんの
絵本の読み聞かせ

奇数月の第1金曜日（午前のあそびのひろば）…0～1歳半
偶数月の第2金曜日（午前のあそびのひろば）…1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

◆第４水曜日（12月26日）　10:00～11:00
　※9:30受け付け開始　　※受け付け後、10:00まで自由あそび
◆内容…お正月を楽しもう！
◆場所…金屋文化保健センター

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎090−7966−1697・52−5474［FAX兼用］

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て支援センターだより

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は
非
常
に

強
く
、日
本
で
は
毎
年
約
１
，０
０
０
万
人
、

約
10
人
に
１
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。
一

般
的
な
風
邪
は
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
喉

の
痛
み
や
咳
な
ど
の
症
状
が
中
心
で
、
全

身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
発
熱

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高
く
な
く
、
重

症
化
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
か
か
る
病
気
で
す
。
38
度
以
上
の

発
熱
や
関
節
痛
な
ど
、
全
身
症
状
が
突
然

現
れ
ま
す
。
併
せ
て
、
一
般
的
な
風
邪
と

う
場
合
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て

い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
発
症
か
ら
48
時

間
以
内
に
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

薬
の
服
用
を
開
始
す
れ
ば
、
発
熱
期
間
の

短
縮
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
処
方
さ
れ
た

薬
を
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
服
用
し
ま

し
ょ
う
。

高
齢
者
や
お
子
さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
、
持

病
の
あ
る
人
、
そ
し
て
次
の
よ
う
な
重
症

化
の
サ
イ
ン
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
重
症
化
の
サ
イ
ン

【
子
ど
も
の
場
合
】

□
け
い
れ
ん
し
て
い
る
、
呼
び
か
け
に

　
　

こ
た
え
な
い

□
呼
吸
が
速
い
、
苦
し
そ
う

□
顔
色
が
悪
い
、
青
白
い

□
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

□
症
状
が
長
引
い
て
悪
化
し
て
き
た

【
大
人
の
場
合
】

□
呼
吸
困
難
、
ま
た
息
切
れ
が
あ
る

□
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る

□
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

□
症
状
が
長
引
い
て
悪
化
し
て
き
た

水
分
の
摂
取
も
必
要
で
す
。
汗
を
か
い

た
と
き
や
脱
水
症
状
の
予
防
の
た
め
に

も
、こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
間
は
、

飛
沫
に
病
原
体
を
含
ん
で
い
る
か
も
し
れ

な
の
で
、
周
り
に
人
が
い
る
時
に
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

同
じ
よ
う
な
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
子
ど

も
で
は
、
ま
れ
に
急
性
脳
症
を
発
症
す
る

こ
と
が
あ
り
、
高
齢
者
や
免
疫
力
の
低
下

し
て
い
る
人
で
は
肺
炎
を
伴
う
こ
と
が
あ

る
な
ど
、重
症
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
季
節
性
）に

感
染
し
な
い
た
め
に
は
？

（
１
）
飛ひ

沫ま
つ

感
染
・
接
触
感
染
を
防
ぐ

こ
ま
め
な
手
洗
い
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
で
手

を
消
毒
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

※
う
が
い
は
、
一
般
的
な
風
邪
な
ど
を
予

防
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

効
果
に
つ
い
て
は
科
学
的
に
証
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
外
出
時
な
ど
も
で
き
る

だ
け
手
を
顔
に
持
っ
て
い
か
な
い
よ
う

に
し
、
外
食
時
も
食
事
前
に
は
手
洗
い

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
予
防
接
種
を
受
け
る

（
３
）
免
疫
力
を
高
め
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
季
節
性
）に

感
染
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

急
速
に
38
度
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、
せ

き
や
喉
の
痛
み
な
ど
全
身
の
倦け
ん

怠た
い

感
を
伴

●日時／ 12 月17 日（月）10 時～ 11時
●場所／子育て支援センター
●講師／一般社団法人日本ベビーサイン協会
　ベビーサイン認定講師　杉山江里子さん
●対象／親子（子どもは６カ月～１歳半くらい）
●定員／ 20 組
●参加費／無料
※事前に子育て支援センターへの申し込みが

必要。12 月 3 日（月）から受け付け開始（先
着順）。

ベビーサイン体験会

インフルエンザ  風邪

症　状

・38 度以上の発熱
・全身症状（頭痛、

関節痛、筋肉痛など）
・急激に発症

・発熱
・局所症状（喉の痛

み、鼻水、くしゃみ、せ
きなど）

・比較的ゆっくり発症

流行の時期

1 ～ 2 月がピーク
※ 4、5 月まで散発

的に続くことも年
間を通じてあるが、
特に季節の変わり
目や疲れている時
など

年間を通じて。
特に季節の変わり目
や疲れている時など



広報ありだがわ　2018.1213 広報ありだがわ　2018.12

集団健診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

平成 31年 1月 16日（水）
8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

平成 31年 1月 27日（日）
8:00 ～ 9:00 きびドーム
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

12 月 5日（水）・平成 31年 2月 6日（水）
※平成 31年 1月はお休み

■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

12 月 3日（月）清水保健センター
12 月 6日（木）金屋文化保健センター
12 月 13日（木）金屋文化保健センター
12 月 20日（木）金屋文化保健センター
12 月 27日（木）金屋文化保健センター
平成 31年 1月 7日（月）清水保健センター
平成 31年 1月 10日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診 ［平成 30 年 8 月生まれ］
　12 月 25日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診 ［平成 30 年 1 月生まれ］
　12 月 4日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6カ月児健診 ［平成 29 年 4 月生まれ］
　12 月 19日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診 ［平成 28 年 9 月生まれ］
　12月 26日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6カ月児健診 ［平成 27 年 5 月生まれ］
　12 月 12日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

12 月 3日（月）・平成 31年 1月 7日（月）

■場所／清水保健センター

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成30年10月）

加入者数 8,024 人

支払額 ３億 690 万円

1 人当たりの医療費
３万 8,248 円

（前年同月　4 万 4,852 円 )

29 年度 1 人当たりの医療費（月） 4 万 1,943 円

29 年度 1 人当たりの医療費（年） 50 万 3,319 円

医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加
につながります。

私たちのちょっとした心がけで、その増加を止
めることができます。

＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

集団健診は
事前に申し込みが必要です！
お申し込みは金屋庁舎健康推進課
または清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・医療保険の種類によっ
て受診できる内容が異なります。

健診を受けたあとは、結果を
踏まえて生活習慣を見直しま
しょう。
健康相談では、保健師や栄養士が
健康・食事などの相談にのります！
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暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
の
多
く

は
、
使
用
者
の
誤
使
用
・
不
注
意
が

原
因
で
す
。
使
用
す
る
場
合
は
、
次

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ト
ー
ブ

・
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
い
、

給
油
後
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク

の
ふ
た
を
完
全
に
閉
め
る
。

・
近
く
で
洗
濯
物
を
乾
か
さ
な
い
。

ま
た
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
周
囲

に
置
か
な
い
。

・
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
。

・
就
寝
時
や
外
出
時
は
確
実
に
消

し
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

を
、ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
置
か
な
い
。

●
電
気
こ
た
つ

・
中
で
衣
類
を
乾
か
さ
な
い
。

・
電
源
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
、

ね
じ
っ
た
り
、
下
敷
き
に
な
っ
た

り
し
た
状
態
で
使
用
し
な
い
。

他
県
で
救
急
車
の〝
た
ら
い
回
し
搬
送
〟

が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
和
歌
山
県
で
は
、
地
域
（
消
防

本
部
）
ご
と
に
、
傷
病
者
の
容
態
・
診
療

科
目
に
よ
り
、
救
急
隊
が
受
け
入
れ
照
会

を
行
う
病
院
の
リ
ス
ト
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

救
急
隊
は
こ
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
最
も

搬
送
時
間
の
短
い
、
対
応
で
き
る
救
急
指

定
病
院
（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
考
慮
）
へ
の

搬
送
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
傷

病
者
本
人
や
関
係
者
の
希
望
す
る
病
院
へ

の
搬
送
が
で
き
な
い
の
が
原
則
で
す
。

救
急
車
は
住
民
皆
さ
ま
の
も
の
で
、
そ

の
利
用
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で

も
早
く
次
の
救
急
に
備
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
正
利

用
に
つ
い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
9
件

救　
　

急
…
…
…
1
1
8
8
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
14
件

（
平
成
30
年
10
月
31
日
現
在
）

消
防
だ
よ
り

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　　

取り付けていますか？
住宅用火災警報器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 救急車の適正利用にご協力を！

お
正
月
に
欠
か
せ
な
い
お
餅
。
毎
年
、

お
餅
が
原
因
で
、
高
齢
者
の
窒
息
事
故
が

各
地
で
発
生
し
ま
す
。

窒
息
事
故
を
防
ぐ
に
は

・
小
さ
く
切
っ
て
食
べ
や
す
く
す
る
。

「
救
急
車
」呼
ん
だ
ら
ど
こ
の

病
院
に
搬
送
さ
れ
る
の
？

お
餅
に
よ
る
窒
息
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
か
む
。

・
食
事
の
際
に
は
水
分（
お
茶
や
水
な
ど
）

で
、
喉
を
湿
ら
せ
る
。

・
食
事
中
は
歩
き
回
ら
な
い
、寝
転
ば
な
い
。

も
し
食
事
中
な
ど
に
、
喉
に
手
を
当
て

て
苦
し
ん
だ
り
、
顔
色
が
急
激
に
悪
く

な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た

場
合
は
、
窒
息
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
場
合
は
、
腹
部
突
き
上
げ
法

や
背
部
叩
打
法
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
処
置
を
実
施
し
て
い
る
際

に
、ぐ
っ
た
り
し
て
返
事
が
な
い
場
合
は
、

直
ち
に
救
急
車
を
要
請
し
、
心
配
蘇
生
法

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

有田川町消防団
出初式のご案内
●日時／平成 31 年

1 月 10 日（木）
　9 時～
●場所／明恵の里ス

ポーツ公園
※雨天時は金屋文化

保健センター
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野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

ご
み
に
関
す
る
お
知
ら
せ

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

最
近
、町
内
で
野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、野
焼
き

が
原
因
と
な
る
火
災
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
一
六
条
の
二
」
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
、
少
量
の
生
活
ご
み

だ
と
思
っ
て
も
、
焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
・
ド
ラ

ム
缶
焼
却
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
で
の
焼
却
な
ど
、

い
ず
れ
の
焼
却
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

煙
や
す
す
の
発
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
悪
臭
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
も
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
、
人
や
動
物
に
悪
影
響

を
与
え
ま
す
。
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る

剪
定
し
ば
、
稲
わ
ら
な
ど
農
林
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却
で
あ
っ
て

も
、
近
隣
か
ら
苦
情
が
で
な
い
よ
う
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。
悪
質
な
野
焼
き
行
為

は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
、
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
，０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

年
末
・
年
始
は
環
境
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
の
休
業
に
伴
い
、

ご
み
を
出
す
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い

て
は
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
み
袋
が
く
っ
つ
い
て
開
か
な
い
！

そ
ん
な
と
き
は
…

袋
が
く
っ
つ
い
て
、
う
ま
く
開
か
な
い

と
き
、
セ
ロ
テ
ー
プ
を
使
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

☎
５
２‐
２
1
1
1

～
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
～

品
質
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
い
ま
す

が
、
万
が
一
不
良
品
が
あ
っ
た
場
合
は
環

境
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
の
多
い
ご
み
の

出
し
方

●
使
用
済
み
お
む
つ　
→
燃
え
る
ご
み

使
用
済
み
の
お
む
つ
は
、
汚
物
を
取
り

除
い
て
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
最
近
、
汚
物
を
取
り
除
い
て
い
な

い
お
む
つ
が
、
ご
み
収
集
車
や
路
上
を
汚

す
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
か
ら

出
る
お
む
つ
類
は
事
業
系
ご
み
で
す
の

で
、
町
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

●
カ
ー
ペ
ッ
ト
類　
→
燃
え
る
ご
み

※
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
粗
大
ご
み

指
定
袋
に
入
る
よ
う
に
切
断
し
て
、
燃

え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
切
断
が
困
難
な
カ
ー

ペ
ッ
ト
は
、
直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
ふ
と
ん　
→
燃
え
る
ご
み

指
定
袋
に
入
れ
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
資
源
ご
み
と
し
て
は

出
せ
ま
せ
ん
。
指
定
袋
に
入
れ
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
切
断
し
て
入
れ
る
か
、

直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
ス
プ
レ
ー
缶　
→
燃
え
な
い
ご
み

火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
い
い
場
所
で

完
全
に
ガ
ス
を
抜
い
て
、
燃
え
な
い
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1 人 1 日当たりのごみ排出量が少ない市町村
有田川町は県内市町村で５位

　環境省が公表した「一般廃棄物処理事業実態調査の
結果（平成 28 年度）」によると、有田川町の１人１
日当たりのごみ排出量は 736.4g で、和歌山県内で 5
番目に少ない市町村でした。また、ごみ排出量のうち
家庭から出る燃えるごみの計画収集量については、１
人１日当たり 356.8g で、県内市町村で最少でした。
　環境衛生課では、ごみ減量を目指してコンポスト容器
の無料貸与や生ごみ処理機の購入補助を行っています。
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学校・保育所行事

こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

八幡小学校

低学年のダンス
（1 年～３年）

高学年の組体操 
（４年～６年）

久野原小学校

藤並保育所

運動会

運動会

ドリップストーン校生徒との交流

オーストラリアのドリップス
トーン校の生徒 13 人・引率の
先生 2 人が来校し、久野原小
学校児童と交流しました。 

年長組のダンス
「Brand New Day」 

年中組のダンス
「クロック・ロックにわとりじゃん」
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12 月のイベント
■おはなしマラソン

①日時／ 12 月 8 日（土）10:30 ～（約 30 分間）
　場所／金屋図書館
②日時／ 12 月 8 日（土）13:30 ～（約 30 分間）
　場所／ちいさな駅美術館
■ブックラザ

①日時／ 12 月 26 日（水）10:30 ～（約 1 時間）
　場所／ちいさな駅美術館
　内容／「シャカシャカ スノードームカード」
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着 15 組
②日時／ 12 月 27 日（木）10:00 ～（約 1 時間）
　場所／金屋図書館
　内容／「シャカシャカ スノードームカード」
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着 20 組
■おひざでだっこのおはなし会

日時／ 12 月 11 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
プログラム／冬のひととき
対象／４カ月児～２歳児

ちいさな駅美術館
～Ponte del Sogno ～

鈴木のりたけ原画展
12/1（土）～12/27（木）

※最終日は 15 時で終了

鈴木のりたけさんのおはなし会
日時／ 12月1日（土）14時～
場所／ちいさな駅美術館
定員／親子 30 組
※要申し込み。電話申し込み可。
　定員になり次第受け付け終了。

12 月の移動図書館

新着図書案内
一　般　書

◎小説
緑の花と赤い芝生  ……………………  伊藤朱里 // 著
死神刑事  ………………………………  大倉崇裕 // 著
はしからはしまで  ……………………  梶よう子 // 著
友情だねって感動してよ  …………  小嶋陽太郎 // 著
ことことこーこ  ……………………  阿川佐和子 // 著
少女たちは夜歩く  ………………  宇佐美まこと // 著
一緒にお墓に入ろう  ……………………  江上剛 // 著
銀河食堂の夜  ……………………… さだまさし // 著
ドアを開けたら  …………………………  大崎梢 // 著
僕は金になる  ……………………………  桂望実 // 著
明治銀座異変  …………………………  滝沢志郎 // 著
愛なき世界  …………………………  三浦しをん // 著
漂砂の塔  ………………………………  大沢在昌 // 著

◎エッセイ
Ｕ＆Ｉ  ……  ニコルソン・ベイカー // 著　有好宏文 // 訳
吉本ばななが友だちの悩みについてこたえる  …  吉本ばなな // 著

◎医学
私は、看取り士。…………………… 柴田久美子 // 著
詳しくわかる狭心症・心筋梗塞の治療と安心生活
　………………………………………… 上妻謙 // 監修
これだけは知っておきたい双極性障害  ……… 加藤忠史 // 著
女性のがんと外見ケア  ……………… 分田貴子 // 著
発達障害に生まれて  ………………… 松永正訓 // 著

児　童　書
◎絵本
おいも！  ……………  村上康成 // 絵　石津ちひろ // 文
はずかしがりやのきょうりゅうクランチ
  …  グレッグ・ピゾーリ // 絵　シロッコ・ダンラップ // 作
どうぶつどんどん  ……………  たしろちさと // 文・絵
かたつむりタクシー  ……………  たむらしげる // 作
いっしょにかえろう  … ラファエル・ジョクテング // 絵　ハイロ・ブイトラゴ // 文
オオイシさん  ………………………… 北村直子 // 作
すきま地蔵  …………… 長谷川義史 // 絵　室井滋 // 文
めんたべよう！  ……………………… 小西英子 // 作

問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センター（ALEC） ☎52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788

図書館
だより

12月28日（金）は有田川Library 全館、臨時休館日となります。

申し込み不要・参加費無料

12/4（火） 小川小学校 13：00 ～ 13：30
12/5（水） こころの医療センター 14：10 ～ 14：30
12/7（金） 八幡小学校 13：00 ～ 13：45
 西ケ峯小学校 15：25 ～ 15：45
12/12（水） 安諦小学校 12：50 ～ 13：00
 久野原小学校 14：15 ～ 14：30
 しみず園 15：30 ～ 16：00
12/13（木） 鳥屋城小学校 13：00 ～ 13：30
12/18（火） 小川小学校 13：00 ～ 13：30
12/19（水） こころの医療センター 14：10 ～ 14：30
12/20（木） 石垣小学校 13：00 ～ 13：30
 西ケ峯小学校 15：25 ～ 15：45
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人
権
だ
よ
り
　
156

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

12
月
４
日（
火
）か
ら
10
日（
月
）は

第
70
回
人
権
週
間
で
す

昭
和
23
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連

合
総
会
で
、基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊

重
し
確
保
す
る
た
め
に
、世
界
の
す
べ
て
の

人
々
と
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準

と
し
て
、「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
日
を
記
念
し
て
、国
際
連
合
は
12

月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
毎
年
12
月
10
日
を
最
終

日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨
お
よ
び
そ
の

重
要
性
を
広
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

９
月
９
日
に
桂
文
福
一
座
を
お
迎
え
し

て
、「
出
会
い
、
ふ
れ
愛
、
わ
き
あ
い
あ
い

　

～
真
の
笑
い
は
平
等
な
心
か
ら
～
」
と

い
う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
酷
暑
の
夏
、そ
し
て
豪
雨
や
台
風
、

地
震
な
ど
日
本
中
が
異
常
気
象
や
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
１
年
で
し
た
。
特
に
９
月
に
接

近
し
た
台
風
は
、息
つ
く
暇
も
無
く
次
々
と

列
島
を
襲
い
、各
地
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。台
風
一
過
の
痛
々
し
い
爪
痕
が
今

な
お
、あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま
す
。土
砂
崩

れ
や
道
路
の
寸
断
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
活
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
一
部
断
た
れ
、大
変
不
便

11
月
11
日（
日
）
～
12
月
10
日（
月
）

　
　
　
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
で
す

な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

停
電
で
何
も
で
き
な
い
夜
を
迎
え
て
、ろ

う
そ
く
に
明
か
り
を
と
も
し
て
い
る
と
、ふ
と

50
数
年
前
の
生
活
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
小
学
生
だ
っ
た
私
は
、
家
族
３

世
代
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。
母
は
〝
お
か

い
さ
ん
（
お
か
ゆ
）〟
や
ご
飯
を
〝
へ
っ
つ

い
さ
ん
（
か
ま
ど
）〟
で
炊
い
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
は
山
や
川
で
遊
ん
だ
帰
り
道
、

杉
し
ば
を
拾
っ
て
帰
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
マ
ッ
チ
で
火
を
つ
け
、
ま
き

で
お
風
呂
を
沸
か
し
ま
し
た
。
お
風
呂
は

五
右
衛
門
風
呂
で
、
井
戸
か
ら
く
み
上
げ

た
水
を
運
ん
で
湯
船
に
張
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
子
ど
も
だ
っ
た
私
た
ち
に
は
、

家
で
の
役
割
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

祖
母
は
日
常
着
の
着
物
を
ほ
ど
い
て
、洗

い
張
り
を
し
、縫
い
直
し
て
着
て
い
ま
し
た
。

冬
場
は
近
所
の
方
が
来
て
、ま
き
ス
ト
ー
ブ

を
囲
み
、祖
父
た
ち
が
キ
セ
ル
た
ば
こ
を
吹

か
し
な
が
ら
、い
ろ
ん
な
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
た
日
常
の
ひ
と
コ
マ
も
思
い
起
こ
さ
れ
ま

す
。電
化
製
品
も
多
く
な
い
時
代
で
し
た
か

ら
、そ
れ
が
当
た
り
前
の
日
常
生
活
で
し
た
。

話
を
戻
し
ま
し
て
、
そ
ん
な
大
変
な
中

で
の
人
権
講
演
会
で
し
た
が
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

会
場
に
お
迎
え
し
た
桂
文
福
さ
ん
は
、

ご
存
じ
上
方
落
語
会
切
っ
て
の
は
な
し
家

さ
ん
で
す
。
ま
た
、
唯
一
の
河
内
音
頭
と

り
で
、
相
撲
甚
句
の
芸
を
持
た
れ
る
和
歌

山
県
出
身
の
多
芸
な
落
語
家
さ
ん
で
も
あ

り
ま
す
。
県
出
身
の
芸
能
人
関
係
の
方
と

作
り
上
げ
た
和
歌
山
芸
能
人
協
会
の
会
長

も
務
め
ら
れ
、
和
歌
山
を
元
気
に
し
て
い

こ
う
と
地
方
を
回
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

当
日
は
、
文
福
一
座
と
し
て
腹
話
術
師

の
千
田
や
す
し
さ
ん
、
若
手
の
桂
鹿
え
も

ん
さ
ん
の
３
人
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る

話
題
に
あ
っ
と
い
う
間
に
会
場
が
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

謎
か
け
を
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
た
た
み
か

け
て
い
く
テ
ン
ポ
の
良
さ
は
さ
す
が
で
し

た
。「
あ
あ
そ
う
そ
う
、
そ
の
通
り
」
と

手
を
打
ち
な
が
ら
笑
っ
て
い
る
う
ち
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
文
福
さ
ん
の
お
話
へ
と

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

落
語
家
さ
ん
の
持
つ
扇
子
の
使
い
方
を
披

露
し
て
く
れ
た
後
、は
な
し
家
一
門
の
師
弟

関
係
や
相
撲
界
で
の
外
国
人
力
士
と
平
幕
力

士
の
お
話
、一
座
巡
業
に
出
た
時
の
お
話
な

ど
を
取
り
あ
げ
ら
れ
、職
業
上
に
あ
る
上
下

関
係
の
ご
苦
労
や
、障
害
を
持
た
れ
る
方
や

外
国
人
へ
の
偏
見
、子
ど
も
の
人
権
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
、
私
自
身
、大
変
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

千
田
さ
ん
は
「
み
な
平
等
、平
等
と
い
っ

て
も
難
し
さ
が
あ
る
。平
等
と
は
横
一
列
の

関
係
で
あ
っ
て
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う

心
を
持
つ
こ
と

が
平
等
で
あ
る
」

と
お
っ
し
ゃ
る

と
、文
福
師
匠
は

「
そ
の
た
め
に

身
近
な
こ
と
か

ら
何
か
役
に
立

つ
こ
と
せ
な
あ

き
ま
へ
ん
な
ぁ
。

広報ありだがわ 11 月号の当ページに関する補足
人権啓発標語受賞作品の紹介で、中学生の部最優秀賞受賞者の氏名を「三枝 明日音」さんと記載しましたが、
正しくは「三枝 明加音」さんの誤りです。ここに訂正しておわび申し上げます。

例
え
ば
、『
お
は
よ
う
』『
こ
ん
に
ち
は
』
と

外
へ
出
て
近
所
の
人
に
声
を
か
け
、
気
遣
い

合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」「
健
康
で
あ
る
か

ら
笑
え
る
、
家
庭
が
平
和
で
あ
る
か
ら
笑
え

る
。戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
で
あ
る
と
人

は
笑
え
る
の
だ
」
と
応
え
ら
れ
ま
し
た
。
人

を
大
切
に
思
う
心
を
持
つ
こ
と
や
皆
が
笑
え

る
世
の
中
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
お
２

人
の
掛
け
合
い
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
文
福
師
匠
は
お
得
意
の
河
内
音

頭
に
の
せ
て
、
楽
し
い
小
話
を
歌
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

師
匠
の
体
全
体
か
ら
出
る
大
き
な
声
と

一
座
の
「
笑
顔
は
え
え
顔
、
明
る
く
笑
っ
て

長
生
き
人
生
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
繰
り
広
げ
ら
れ
た
楽
し
い
お
話
に
、
私

た
ち
は
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

み
ん
な
が
平
等
な
心
（
み
ん
な
違
っ
て
い

る
、
み
ん
な
い
い
）
で
、
一
人
一
人
の
人
権

が
認
め
ら
れ
合
う
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え

合
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
権
機
関
有
田
川　

松
山
チ
ハ
ル　

お
知
ら
せ

人
権
特
設
相
談
所

　

12
月
20
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
～
16
時
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 30 年 10 月 31 日現在）

人口 26,662 人

男 12,532 人

女 14,130 人

10,578 世帯

交通事故発生件数
（10月中、物損含む）

有田川町 68 件
死者 0 人　負傷 2 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

催 

し

◆
◆
◆

平
成
31
年
成
人
式

●
日
時
／
平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）
12

時
30
分
～
受
け
付
け
、
13
時
～
式
典

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
／
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成

11
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

※
平
成
30
年
11
月
現
在
、
有
田
川
町
に
住

民
票
を
お
い
て
い
る
人
に
、
案
内
状
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
町
外
に
住
民
票
を
移
し
て
い
る
人
で
、
成

人
式
へ
の
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
連
絡
を
い
た
だ

い
て
い
る
人
は
連
絡
不
要
で
す
。
な
お
、

当
日
配
布
す
る
し
お
り
作
成
の
都
合
上
、

12
月
20
日（
木
）
以
降
に
連
絡
を
い
た
だ

い
た
人
の
名
前
が
し
お
り
に
掲
載
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

自
然
体
験
教
室
「
雪
国
体
験
」

日
常
で
は
体
験
で
き
な
い
団
体
行
動
、

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
団
体
行
動

に
お
け
る
自
己
の
抑
制
、
協
力
を
目
的
と

し
た
自
然
体
験
教
室
「
雪
国
体
験
」
を
行

い
ま
す
。〝
生
き
た
経
験
〟
を
通
し
て
、

新
た
な
自
分
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
？

●
日
程
／
平
成
31
年
２
月
23
日（
土
）・
24

日（
日
）

●
場
所
／
神
鍋
高
原
ス
キ
ー
場（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

●
対
象
／
町
内
在
住（
在
学
）の
小
学
６
年
生

●
定
員
／
60
人

●
費
用
／
２
万
円

※
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
料
金

別
途
必
要

●
申
込
受
付
期
間
／
～
12
月
12
日（
水
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、12
月
13
日（
木
）抽
選

問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

●
日
時
／
12
月
22
日（
土
）
13
時
～
15
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局

●
定
員
／
50
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
込
受
付
期
間
／
12
月
７
日（
金
）
～

12
月
13
日（
木
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
和
歌
山
県
庁
県
民
生
活
課　
☎
０
７
３

‐
４
４
１
‐
２
５
９
８

健 

康

◆
◆
◆

休
日
急
患
診
療
所
　
年
末
年
始
の
診
療

●
診
療
期
間
／
12
月
30
日（
日
）
～
平
成

31
年
１
月
３
日（
木
）

●
診
療
時
間
／
10
時
～
16
時

●
診
療
科
目
／
内
科
・
小
児
科

問
有
田
地
方
休
日
急
患
診
療
所　
☎
５
２

‐
４
８
８
２

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
室
「
心
と
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

～
み
ん
な
笑
顔
に
～
」

椅
子
に
座
っ
て
、
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
視

力
を
向
上
さ
せ
る
ヨ
ガ
を
し
た
り
し
ま

す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
日
時
／
平
成
31
年
１
月
30
日（
水
）
13

時
30
分
～
15
時
15
分

●
場
所
／
有
田
振
興
局
３
階
大
会
議
室

（
湯
浅
町
湯
浅
２
３
５
５
‐
１
）

●
講
師
／
視
力
向
上
ヨ
ガ
協
会
和
歌
山
支

部
支
部
長　

髙
野
宏
惠
先
生

●
申
込
締
め
切
り
日
／
平
成
31
年
１
月
18

日（
金
）

問
湯
浅
保
健
所
保
健
福
祉
課　
☎
６
４
‐

１
２
９
４

福 

祉

◆
◆
◆

有
田
川
町
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

福
祉
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

在
宅
で
、
身
体
・
知
的
も
し
く
は
精
神

に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
に
対
し
、
福
祉

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。
こ
の
手
当
の
支
給
対
象

と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
お
知

ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ま
だ
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合

は
、
記
載
事
項
・
添
付
書
類
な
ど
を
ご
確

認
の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
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税 

金

◆
◆
◆

税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
会
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
会
場
も
正
午
か
ら
13
時
ま
で

は
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。な
お
、

申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
、

早
め
に
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
ご
来
場
の
際
に
は
、
前
年
分
の
控
え
、

源
泉
徴
収
票（
給
与
・
年
金
収
入
の
あ

る
場
合
）、
所
得
控
除
に
係
る
各
種
証

明
書
な
ど
の
申
告
書
の
作
成
に
必
要
な

書
類
と
、
筆
記
用
具
・
印
鑑
な
ど
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
各
会
場
と
も
「
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど

を
売
却
し
た
所
得
」「
贈
与
税
」「
相
続
税
」

「
山
林
所
得
」「
雑
損
控
除
」
に
関
す
る

相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
相
談
が
必
要
な
場
合
は
、
湯

浅
税
務
署
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
湯
浅
税
務
署　
☎
６
３
‐
５
３
５
１

平
成
30
年
分

湯
浅
税
務
署
の
所
得
税
確
定
申
告
会
場

●
開
設
期
間
／
平
成
31
年
２
月
18
日（
月
）

～
３
月
15
日（
金
）

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

※
2
月
15
日（
金
）
以
前
は
開
設
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
作
成
済
み
の
申
告
書
の
受
け

付
け
・
用
紙
の
交
付
は
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
受
け
付
け
は
16
時
ま
で
で
す
。
な

る
べ
く
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。な
お
、

申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
16
時
以

前
に
相
談
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
作
成
済
み
の
申
告
書
の
受
け
付
け
・
用

紙
の
交
付
は
17
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

開
設
日
初
日
や
、確
定
申
告
期
限
間
際

は
、大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
な
ど
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成

で
き
ま
す
。作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
e
‐

T
a
x
を
利
用
し
て
送
信
い
た
だ
く
か
、印

刷
し
て
郵
便
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
湯
浅
税
務
署　
☎
６
３
‐
５
３
５
１

平
成
31
年
１
月
以
降
の
e
‐
T
a
x

平
成
31
年
１
月
か
ら
、個
人
納
税
者
が
e

‐
T
a
x
を
利
用
す
る
場
合
、次
の
２
つ
の

方
式
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

●
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

詳
細
に
つ
い
て
は
、
e
‐
T
a
x
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
e
‐
T
a
x
利
用
の
簡
便
化
の
概

要
に
つ
い
て
」（w

w
w
.e-tax.nta.go.jp/

kanbenka/index.htm

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
湯
浅
税
務
署　
☎
６
３
‐
５
３
５
１

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告

平
成
31
年
１
月
か
ら
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
送
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
は
I
D・パ
ス
ワ
ー

ド
方
式
を
利
用
し
ま
す
。

さ
ら
に
、給
与
所
得
者（
年
末
調
整
済
み
）

で
、
医
療
費
控
除
ま
た
は
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
の
寄
附
金
控
除
を
適
用
し
て
申
告
す

る
人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
画
面
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
湯
浅
税
務
署　
☎
６
３
‐
５
３
５
１

2 月
開設時間12 14 18 19 20

火 木 月 火 水

有田市文化福祉センター ● ● 9:30 ～
16:00

湯浅納税協会 3 階 会議室 ●

9:30 ～
15:00有田川町役場 吉備庁舎 3 階 中会議室 ●

有田川町役場 清水行政局 2 階 大会議室 ●

※有田市会場は、有田市民会館から変更になっています。

　　　　　　　　　　　開 設 日
開設場所　　　　　　　　　　
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保 

険

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の

お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場

合
、
１
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０
円

以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
人
を
対

象
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進

の
お
知
ら
せ
」
を
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上

旬
に
か
け
、
送
付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の

改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
‐
５
３
‐

０
０
０
６（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
通
話

無
料
）・
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
和
歌
山
市
吹
上
2
‐
1
‐

22
）
☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か
？

健
康
診
査
は
平
成
31
年
２
月
末
日
ま
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
お

持
ち
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
人
は
こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

●
医
科
健
康
診
査

・
対
象
者
／
75
歳
以
上
の
人
、65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け

た
人

・
検
査
項
目
／
問
診
・
計
測
・
診
察
・
脂

質
・
肝
機
能
・
尿
・
腎
機
能
・
代
謝
系

・
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
の
医
療
機

関
・
費
用
／
無
料

●
歯
科
健
康
診
査

・
対
象
者
／
平
成
30
年
３
月
末
時
点
で
75

歳・
80
歳・
85
歳
の
人
と
、90
歳
以
上
の
人

※
対
象
者
に
は
５
月
末
に
受
診
券
な
ど
を

送
付
し
て
い
ま
す

・
検
査
項
目
／
問
診
・
口
腔
内
検
査
・
口

腔
機
能
検
査

・
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
の
医
療
機

関
・
費
用
／
無
料

問
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合（
和
歌
山
市
吹
上
2
‐
1
‐
22
）
☎

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

募 

集

◆
◆
◆

ぶ
ど
う
山
椒
の
研
究
協
力
者
募
集

協
力
者
に
は
苗
木
を
無
料
配
布

ぶ
ど
う
山さ

ん

椒し
ょ
う

は
、
樹
齢
上
昇
な
ど
に

よ
っ
て
収
穫
・
生
産
効
率
が
低
下
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
ぶ

ど
う
山
椒
の
生
態
研
究
を
昨
年
度
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
生
態
研
究
を
よ
り
推
進
す

る
た
め
、
研
究
協
力
者
に
苗
木
の
無
料
配

布
を
行
い
、
気
候
条
件
と
生
育
と
の
関
連

性
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
／
有
田
川
町
内
に
園
地
が
あ
り
、

研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
の
う

ち
、
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
10
年
以
上
生
産
活
動
を
行
う
予
定
の
人

②
生
産
活
動
の
継
承
予
定
が
あ
る
人

③
後
継
者
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
第

三
者
へ
の
貸
し
出
し
を
検
討
中
の
人

④
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
求
め
る
人

●
申
込
受
付
期
間
／
12
月
17
日（
月
）
～

12
月
21
日（
金
）

※
予
定
人
数
を
越
え
た
場
合
、審
査
の
上
、

対
象
者
を
決
定
。

申
問
金
屋
庁
舎
産
業
課
・
清
水
行
政
局
産

業
振
興
室

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
自
衛
官
な
ど
募
集
種
目

●
募
集
種
目
／
自
衛
官
候
補
生

●
受
付
締
め
切
り
日
／
12
月
14
日（
金
）

●
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
試
験
日
／
12
月
15
日（
土
）

●
各
種
募
集
説
明
／
平
日
９
時
～
17
時
15

分
の
時
間
中
、
常
時
実
施

申
問
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田

募
集
案
内
所（
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６

‐
２
）　
☎
８
２
‐
６
６
３
１
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編集後記
早いもので、12 月号の発行となりました。1 年が過ぎるのが本当に早

いです…。
今月号の表紙と、表紙開いてすぐの見開きではどんどんまつりとモン

テ・オウ・コスモスの様子をお伝えしました。昨年は台風の影響で中止
になってしまったので、一昨年ぶりの当イベントでしたが、お楽しみい
ただけましたでしょうか？昼間との寒暖差に苦しみながら花火の写真も
がんばって撮ったので、ぜひご覧ください！

また近々、来月か再来月か、広報関係のお知らせを皆さまにできるか
と思いますので、どうぞよろしくお願いします。ヒントは、「有田川町公
式○○○○○○○開始！」です！

（時代の波に乗りたい　西岡紗希）

有
田
川
河
川
敷
の

利
活
用
ア
イ
デ
ア
を
募
集

有
田
川
河
川
敷
は
、
公
園
な
ど
に
利
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
所

も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を

皆
さ
ま
に
利
活
用
・
維
持
管
理
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
草
や
樹
木
の
繁
茂
が
防
止

さ
れ
、
増
水
時
に
水
が
流
れ
や
す
く
な
る

こ
と
や
景
観
が
よ
く
な
る
こ
と
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

有
田
川
河
川
敷
の
利
活
用
へ
の
ご
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

【
例
】
花
畑
・
牧
草
地
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
練
習
場
な
ど

※
河
川
敷
で
あ
る
た
め
、
建
物
な
ど
の
構

造
物
は
建
築
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
台

風
な
ど
で
は
浸
水
し
ま
す
。

●
募
集
受
付
期
間
／
～
12
月
20
日（
木
）

問
有
田
振
興
局
建
設
部
管
理
保
全
課　
☎

６
４
‐
１
２
８
４

県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

生
徒
募
集

●
選
考
日
時
／
平
成
31
年
２
月
６
日（
水
）

９
時
30
分
～

●
場
所
／
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院
な
ど

●
対
象
／
高
卒（
見
込
み
）
者
以
上
な
ど

●
募
集
定
員
／
自
動
車
工
学
科
９
人
程

度
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
18
人
程
度
、
情

報
シ
ス
テ
ム
科
１
人
程
度

●
願
書
配
布
／
県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門

学
院
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

●
申
込
期
間
／
平
成
31
年
１
月
15
日（
火
）

～
１
月
23
日（
水
）

●
申
込
受
付
場
所
／
平
成
31
年
３
月
に
高

校
卒
業
予
定
の
人
は
在
籍
学
校
、
そ
れ

以
外
の
人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院（
田
辺
市
新

庄
町
１
７
４
５
‐
２
）　
☎
０
７
３
９

‐
２
２
‐
２
２
５
９

案 

内

◆
◆
◆

城
山
出
張
所
が
移
転

平
成
31
年
１
月
１
日（
火
）
か
ら
、
城

山
出
張
所
は
旧
城
山
西
小
学
校
図
書
室
に

移
転
し
ま
す
。

※
開
所
は
1
月
4
日
（
金
）
か
ら
で
す
。

問
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

12
月
10
日（
月
）～
16
日（
日
）は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

毎
年
、
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
１

週
間
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
な
ど
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
問
題
で
す
。
警
察
で
は
、
拉
致
に
関

与
し
た
北
朝
鮮
工
作
員
や
「
よ
ど
号
」
犯

人
な
ど
に
つ
い
て
、
国
際
手
配
を
行
う
な

ど
、
拉
致
容
疑
事
案
の
全
容
解
明
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
拉
致
被
害
者
と
判
断

し
て
い
る
人
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
人
が
存

在
し
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、鋭
意
捜
査
・

調
査
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
湯
浅
警
察
署　
☎
６
４
‐
０
１
１
０

献 

血

◆
◆
◆

12
月
の
献
血

●
12
月
11
日（
火
）

・（
株
）松
源 

吉
備
店　

14
時
～
16
時
30
分

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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12月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

月 火 水 木 金 土 日

毎週金曜日
□消費生活相談
（第一金曜日：清水行政局、
それ以外：金屋庁舎）

【商工観光課】

1 2

3 4
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会第 4 回
　定例会開催日
【議会事務局】

5
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

6 7
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

8
□おはなしマラソン
（金屋図書館・
ちいさな駅美術館）

【町内各図書施設】

9

10 11
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

□献血
（松源吉備店）
【健康推進課】

12
□３歳６カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会本会議
　（一般質問）
【議会事務局】

13
□議会本会議
　（一般質問）
【議会事務局】

14 15
□ ALEC presents
　「Christmas 

Jazz Night」
（ALEC）
【ALEC】

16

17
□いきいき脳の健康教室 

フォローアップ教室
（清水会館）
【地域包括支援センター】

□ぴありんくる
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

18
□議会本会議
【議会事務局】

19
□１歳６カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□議会本会議
【議会事務局】

20 21
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

22 23 天皇誕生日

24 振替休日 25
□４カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□水道・下水道料
金お支払い期限

【水道課・下水道課】

26
□２歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□ブックラザ
（ちいさな駅美術館）
【町内各図書施設】

27
□ブックラザ
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

28 29
□役場各庁舎な

どの閉庁期間
※1/3 まで

30

31 1/1 元旦 2 3 4 5 6

□あらぎ島イルミテラス
※1/6（日）まで

（あらぎ島展望所）【商工観光課】
□ AKI ☆ DEN 大会
（きび体育館周辺）【社会教育課】

□鈴木のりたけさんのおはなし会
　（ちいさな駅美術館）　【ちいさな駅美術館】

□第６期国民健康保険税納期限
【税務課】

□第６期後期高齢者医療保険料普
通徴収納期限

【住民課】
□第６期介護保険料普通徴収納期限
【長寿支援課】
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6

文
政
２
（
１
８
１
９
）
年
に
は
、
花
先
勘
右
衛
門
が
地
区

住
民
の
寄
進
を
得
て
四
国
八
十
八
か
所
を
勧か
ん

請じ
ょ
うし
て
霊
場
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、大
師
信
仰
だ
け
で
は
な
く
、稲
荷・金
毘
羅・

地
蔵
信
仰
な
ど
多
様
な
信
仰
の
場
所
で
も
あ
り
、
田
殿
地
区

に
お
け
る
民
間
信
仰
の
中
心
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

掲
載
の
写
真
は
、
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
に
待
望
の
木
橋

が
完
成
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
田
殿
橋
開
通
の
記
念
絵
葉
書
で

す
。
有
田
川
と
遡
上
す
る
舟
、
木
の
橋
脚
、
内
崎
山
と
背
後
の

山
並
な
ど
、
か
つ
て
の
美
し
い
景
観
が
伺
え
ま
す
。
明
恵
上
人

ゆ
か
り
の
地
と
い
う
伝
承
に
加
え
、
そ
の
心
を
引
く
美
し
い
風

景
か
ら
、
内
崎
山
は
田
殿
地
区
の
象
徴
的
な
場
所
で
あ
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

内う
ち

崎さ
き

山や
ま

は
、
田
殿
橋
の
北
側
に
あ
る
小
丘
陵
で
、
山
上
に
は
弘こ
う

法ぼ
う

大だ
い

師し

を
本
尊
と
す
る
法ほ
う

蔵ぞ
う

寺じ

が
所
在
し
、「
大
師
山
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
浄
教
寺
（
長
田
）
に
伝
わ
る
「
浄
教
寺
歴
代
上
人
記
」

に
よ
る
と
、
清せ
い

空く
う

和わ

順じ
ゅ
ん（
１
８
２
０
～
１
８
６
９
）
が
、
安
政
２

（
１
８
５
５
）
年
に
旧
長
田
村
の
花は
な

先さ
き

勘か
ん

右え

も

ん
衛
門
か
ら
銀
２
貫
で
内

崎
山
を
購
入
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
浄
教
寺
の

奥
の
院
と
し
て
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
紀き

伊い
の

国く
に

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

」
に
よ
る
と
、
内
崎
山
は
崎さ
き

山や
ま

良よ
し

貞さ
だ
の
屋
敷

跡
で
あ
り
、明
み
ょ
う

恵え

上し
ょ
う

人に
ん
の
旧
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
崎
山
良
貞
と
は
、

幼
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
た
明
恵
上
人
を
引
き
取
り
、
養
父
と
な
っ

た
人
物
で
す
。ま
た
、こ
の
地
域
が
田
殿
荘
と
呼
ば
れ
る
荘
園
で
あ
っ

た
鎌
倉
時
代
に
は
、
地じ

頭と
う

（
荘
園
の
現
地
支
配
を
す
る
職
）
を
務

め
た
在
地
領
主
で
あ
り
、
紀
州
最
大
の
武
士
集
団
で
あ
っ
た
湯
浅

党
の
有
力
な
構
成
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。

崎
山
良
貞
は
、
明
恵
上
人
の
紀
州
に
お
け
る
修
行
を
支
援
し
て

お
り
、
明
恵
上
人
が
自
ら
の
夢
を
書
き
継
い
だ
「
夢ゆ
め

記の
き

」
の
中
に
も

崎
山
良
貞
や
そ
の
妻
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
な
ど
、
そ
の
関
係
は
実

の
父
母
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

崎
山
良
貞
が
亡
く
な
っ
た
後
に
は
、
妻
が
屋
敷
を
修
行
の
場
所
と

し
て
明
恵
上
人
に
与
え
、
明
恵
上
人
は
弟
子
た
ち
と
約
２
年
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
明
恵
上
人
の
没
後
に
は
、
弟
子
の
喜き

海か
い

が
卒そ

塔と

婆ば

を
建
て
、
崎
山
遺
跡
と
し
て
顕
彰
し
ま
し
た
。

そ
の
77

内
崎
山
と
明
恵
上
人

田殿橋完成記念絵葉書　大正 15 年（1926 年）


